
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018-2019 年度 第 2568 回例会 
平成 30 年 10 月 24 日（水）曇り 

RI 会長/バリー・ラシン 

地区ガバナー/脇 洋一郎（茅ヶ崎湘南 RC） 

会長/堂前 慶之 

幹事/外谷 正人 

会報委員長/大澤 守門 

 

会長あいさつ 

2018-2019 年度/堂前 慶之会長 

昨日は本年度第一回目となるゴルフ同好会コンペが開催され

ました。あらたに加わった天野幹事、鈴木会計により段取り良

くスムースに運営され、また、天候にも恵まれ楽しい一日でし

た。栄えある第一回目の優勝は秋山君。村山さんに作っていた

だいた素敵な優勝皿を贈呈させていただきました。さて、先日

の 3ＲＣ合同薬物乱用防止キャンペーンならびに地区大会へ

ご参加いただいた皆様、ご協力ありがとうございました。当日、

東井会長エレクトからは無事キャンペーンが終了したことを

ご報告いただきました。私からは地区大会について少し報告さ

せていただきます。 

13 日に行われた指導者育成セミナーのパネルディスカッショ

ンで、インターアクト、ローターアクトについて学ぶ機会があ

りました。入会以来、あまり見聞きすることなかったため、大

変興味深く、何よりパネラーとして自分の言葉でしっかりと発

言するローターアクトに惹かれました。今回あらたに厚木中ロ

ーターアクトクラブが発足したのですが、会長を務める竹田君

は伊勢原出身で照国の横に自宅があります。話を伺ったとこ

ろ、伊勢原出身のローターアクトが結構いるそうで、活動拠点

が伊勢原にあれば…という思いもあるようです。卓話にも喜ん

で来ていただけるとのことですので、青少年育成を標榜する

我々としても、青少年の視点から、我々に何を求められている

のかを探るいい機会になるのではないかと思います。14 日は

台湾でセブンイレブン、スタバ、ヤマト運輸を展開する米山学

友の徐氏の記念講演がありました。1970 年代に日本に米山奨

学生として留学した当時の思い出と、ホストファミリーへの感

謝の気持ちを述べられていました。あらためて米山記念奨学会

が我々にとって誇るべき事業であることを感じました。 

10/20 には本厚木ＲＣの認証状伝達式チャーターナイトへ、濱

田ＰＧをはじめ 7 名で参加して参りました。会員数 38 名で半

分が新会員、半分は元ロータリアンと他クラブからの移籍者だ

そうです。大変いい経験になりました。 

 

 堂前 慶之会長 

 

 

手に手つないで 

四つのテスト(村上一秋会員) 

東井 重和会長エレクト 
 

点鐘 

ロータリーソング 

司会進行 

今後の予定 

・10/31  [第 2569 回]卓話 

・11/7   [第 2570 回]卓話 

・11/14  [第 2571 回]クラブ協議会（IM 準備） 

・11/17  第 7 グループ IM 

・11/18  米山学友国際交流会 

 

★ガバナー事務より 

・地区大会お礼文が届いております。 

・2018 年～2019 年 新会員の集いのご案内が配信されております。 

日時  2019 年 3 月 22 日（金）午後 4 時から 3 月 23 日（土）正午迄 

     受付開始 午後 3 時～4 時 

場所  ローズホテル横浜 〒231-0023 横浜市中区山下町 77 

登録料 15,000 円   

対象者 入会 4 年未満の新会員/クラブ会長も歓迎です。 

2019 年 1 月末日を第 1 次締め切りとし、同年 2 月末日を第 2 次締め 

切りとさせて頂きます。 

・米山学友会主催「国際交流会」の開催のご案内が配信されております。 

日時  2018 年 11 月 18 日(日)13:00～16:30（12 時 30 分から受付） 

場所  二宮生涯学習センター  

会費  お一人 3,000 円（当日お持ちください） 

景品  ビンゴゲームの景品としてお一人一品持参 

返信  11/5(月) 

・クラブ研修セミナーのご案内が配信されております。 

 開催日時 2018 年 11 月 13 日(火) 登録：13:30～ 開会：14:00～ 

会場   辻堂 アイクロス湘南 6 階 

出席対象者 クラブ会長エレクト・クラブ研修リーダー 

（それに代わる対象者） 

登録締切 11/2(金) 

・地区、会員増強事例セミナー開催のご案内が配信されております。 

日時：2018 年 12 月 4 日(火) 15:00～16:55 (開場：14:30) 

場所：アイクロス湘南 

返信：11/22(木)迄 

・ハイライトよねやま 223 が配信されております。 

★例会変更のお知らせ 

伊勢原中央 RC 10 月 29 日（月）夜間例会  

→ 10 月 29 日（月）通常例会 

 

 

 幹事報告 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員数 出席計算に用いた数 出席者数 出席率（％） 前々回修正出席率

（％） 

MAKE UP 

 
 
 
 
 
61 

 
 
 
 
 

59 

 
 
 
 
 

41 

 
 
 
 
 

69.49 

 
 
 
 
 

66.10 

 
事前 
松下 孝君→伊勢原平成RC/秦野中RC 
築城忠生君→伊勢原平成RC/秦野中RC 
萩原庸嘉君→米山奨学・学友・資金推進 
東  学君→マイロータリー推進委員会 
濵尾ゆかり君→会員増強・会員維持委員会 
【第23 回神奈川県RC 野球大会】 
濱田君・遠藤君・松下君・井戸川君・東井君 
猪熊君・東君・田中君・外谷君・大垣君 
【本厚木RC 加盟認証伝達式】 
濱田君・松下君・飯田君・井戸川君・築城君 
外谷君 
事後 
添田博充君→野球大会 

大澤守門君→野球大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
スマイル報告 田村 貴寿/スマイル委員会委員長 

堂前慶之君／外谷正人君／東井重和君／築城忠生君／𡈽屋 修君／吉川昌男君／大谷 聰君 
松下 孝君／飯田隆三君／井戸川秀治君／服部幸詞君／渡辺健樹君／東 学君／田中 徹君 
山田昌紀君／村山恵子君／秋山哲也君／天野耕一郎／堀口雅巳君／熊谷勝利君／田村貴寿君 
 

[配偶者誕生記念祝い] 

 

 

 

 

 

 

 

 

萩原 庸嘉君 
嫁の誕生日をお祝い頂き、あり

がとうございました。生まれた

時は０才、結婚した時は 24 才、

今は‥‥ 

いつまでも若いです。 

出席報告 濵尾ゆかり/出席・プログラム委員長 

 
委員会報告 

外谷正人幹事 
【訃報】秦野中 RC の奥津みつひろ様（パストガバナー）が 10/23 に逝去されました。享年 87 才。 
    通夜 10/27（土）18：00～   

告別式 10/28（日）11：00～ 於セレモニーホール富士見斎場 
  
 
親睦委員会／添田博充委員長 
★クリスマス家族親睦会のご案内 
 12/19（水）17：30～ AMANDA HILLS にて行います。 
 これから出欠席を取らせて頂きますので、ご家族様お誘い合わせの上、 

是非ご参加ください。 

[結婚記念祝い] 

 

 

 

 

 

 

 

 

𡈽屋 修君 
結婚記念を祝って頂き有難うご

ざいます。何かと苦労を掛けま

したが、逃げ出さずに結婚 22

年目を迎えることができまし

た。 

[創立記念祝い] 

 

 

 

 

 

 

 

 

小山 博正君 
10/26 で丸 18 年となります。

今後ともエム・ケー観光をよろ

しくお願いいたします。また、

リクエストがあれば、私がバス

の運転をさせて頂きます。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
卓 話 

米山奨学委員長 𡈽屋 修君 

国内最大級の奨学生数 
まずは、米山ではどのくらいの奨学生を支援しているかについてお話しします。 

米山は、外国人留学生を対象とする民間の奨学金では国内最大規模です。 

2018学年度は日本全国で852人が採用され、現在、各ロータリークラブで 

お世話をいただいています。累計では世界127の国と地域から2万396人を支援 

しています。奨学生の国・地域別の割合はグラフのとおりです。累計では中国、韓国、台湾が多いのですが、最近ではベ

トナムの奨学生が急増しており、今では中国に次いで、多くを占めています。 

 

奨学生数の決定と選考 
「将来の目標・留学の目的がきちんとしているかどうか」「交流への熱意があるかどうか」「人柄の良さ」「コミュニケ

ーション能力の高さ」詳しい評価項目や点数配分は公表できませんが、こういった項目で点数化し、各地区選考委員会が

面接選考をしています。 

ロータリー米山記念奨学会は2012年に公益財団法人となりました。より一層の公平性・透明性を確保するため、このよ

うに全地区共通の選考基準で選考をし、そこに地区ごとの裁量を加えています。米山奨学金はお金に困っている留学生の

経済支援ではありません。珍しい国だから、生活に困っているから、学校の成績が優秀だから、それだけでは米山奨学生

に合格しないのです。 

 

巣立った奨学生の活躍／学友会（国内33、海外9） 

こうして巣立った奨学生たちは、さまざまな形で活躍しています。ロータリアンなる学友もおり、現在把握されているの

は231人。その中には、ガバナーになった学友も3人います。学友が中心となって設立したロータリークラブも国内外に5

つあります。また、韓国では2016年に、学友だけの衛星クラブ、「韓国米山セソウル・ロータリー衛星クラブ」も設立

されています。巣立った奨学生のＯＢ組織、米山学友会は日本に33、海外に9つあります。 

 

学友会の活動（海外） 
各学友会ではさまざまな活動をしています。ミャンマー学友会では、子どもの教育支援に力を入れています。台湾米山学

友会ですでは毎年、日本留学フェアでブースを出展し、米山奨学金をＰＲして台湾の若者に日本留学をすすめています。

韓国では、韓国で学ぶ日本人留学生に奨学金を支給しており、今年で累計8人の日本人がお世話になっています。ベトナ

ムはまだ正式な学友会ではありませんが、ホーチミンでは学友グループが養護施設を慰問するなど、活発に活動していま

す。 

 

学友会の活動（国内） 
国内の学友会では、現役奨学生と一緒に活動するところも多くあります。第2620地区（山梨・静岡）学友会では、スリ

ランカの病院へ医療器具を寄贈したり、子どもたちへ文具を贈る支援活動をしています。第2790地区（千葉県）学友会

では、米山学友とローターアクトがフットサル交流をしています。関西学友会は、「米山教室」という面白い試みをして

います。学友が先生となって、毎週、語学や料理などを教えています。東京学友会の総会では、米山梅吉翁の生い立ちを

寸劇で披露しました。 

 

恩返しの気持ち 
米山記念奨学事業の成果、それは「学友」そのものです。寄付が減っても学友の数は増え続けます。2011年、東日本大

震災が起きたとき、発生直後から日本の無事を願うメッセージが相次いで寄せられ、国内外の学友から760万円の義援金

が送られました。米山奨学会への寄付は、ロータリアンだけではありません。学友からも、先ほどの義援金以外に、累計

3,339万円の寄付をいただいています（2018年6月末）。東京の事務局にわざわざ大阪から来てくれた台湾出身の学友

は、これまでに計200万円の遺言寄付を申請しています。 

このほかにも、2007年から11年間、毎年欠かさず50万円を海外から送金してくれている中国の学友もいます。こうした

「寄付」という形での恩返しは、他のプログラムではあまりみられない、米山学友ならではのものだということです。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奨学生数は寄付額で決まる 
地区で採用できる奨学生の数は、このような計算式で算出しています。 

まず、収入予測をもとに、採用数が決まります。2019学年度は850人枠です。株式の「配当金枠」や、海外から直接

応募する「別枠」を除く776人を、その地区の寄付総額、個人平均寄付額、特別寄付者割合、有資格者数、それぞれの

対全国比で案分します。奨学生数は寄付で決まるといっても過言ではありません。例えば、会員数が少ない地区は、

「寄付金総額」で大きな地区に及ばなくても、個人平均寄付額や、特別寄付をする人の割合が高ければ、その分採用数

がアップする可能性があります。一つのクラブで誰か1人が10万円寄付するよりも、同じ金額なら全員が5000円ずつ

出した方が有利に働くのです。 

 

寄付実績（個人平均） 
昨年度の全国平均は16,068円、最も高かったのは、第2590地区（神奈川県横浜市・川崎市）の31,193円でした。当

地区、第2780地区は一人平均22,632円、全国で7番目でした。もう少し詳しく見てみますと、当地区の普通寄付金は

平均4,773円、全国平均は4,797円。また、特別寄付金は17,858円、全国平均は11,271円でした。 

 

寄付実績(特別寄付者割合) 
次は、特別寄付者の割合です。全国平均は45.4％、当地区は79.5％でした。ちなみに、トップは第2840地区（群馬）

で83％以上のロータリアンが特別寄付をしています。この特別寄付者割合は、奨学生採用数にも関わってきます。 

 

ご寄付は奨学事業に 
みなさまのご寄付は、どのように使われているでしょうか。 

2017-18年度の寄付金収入は14億3,381万円（前年度13億7,305万円）、前年度から約6千万円の増加となりました。

昨年度は財団設立50周年の節目となる年度であり、個人が特別寄付をした割合も、過去最高の45.4％と多くの方々か

らご支援をいただきました。有価証券の配当金（※1）は奨学金として、また、皆さまからの寄付金は奨学事業に使用

しています。2019学年度の奨学生採用数は30人増の850人枠とし、黒字分を積み立てている奨学事業安定積立財産か

らも使用します。 

・参考：2018学年度採用は820人枠、2019学年度は30人（枠）増の850人（枠） 

（※1）2016年9月に坂本ドネイション・ファウンデイション株式会社(SDF社)から当財団に寄贈された株式の配当金

となります。 

 

ご支援のお願い 
ガバナーが掲げる当地区の今年度の目標額は、1人当たり20,000円となっております。 

地区で奨学生を何人採用できるかは、ほぼ、寄付額の全国比で決まります。 

1人でも多くの奨学生を採用できるよう、今年度の目標に向けてご協力をお願いします。 

 
 

 

 

 

 

 

 


